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表１　　中国企業による対外直接投資の動機に関する先行研究
進出諸動機 World Bank　Group 丸川・中川 愛知大学グループ K.Davis J.Dunning P.Buckley
１．市場獲得 ○ ○ ○ ○ ○ ○
２．戦略資産獲得 ○ ○ ○ ○ ○ ○
３．グローバル競争戦略 ○ ○ ○ ○ ○ △
４．自国政府の支持 ○ △ ○ △ △ ×
５．進出先政府の優遇政策 ○ △ △ △ △ △
６．国内生産能力の活用 ○ ○ ○ △ △ △
７．資源獲得 ○ △ ○ ○ △ △
８．効率追求 ○ ○ △ ○ △ △
９．高関税回避 ○ △ △ △ △ △
１０．運営リスク低減 ○ △ ○ △ △ △
１１．資本リスク低減 × △ △ △ △ △
１２．国内同業競争 × △ ○ ○ △ △
１３．輸出プル △ △ △ ○ △ △
１４．海外資金調達 △ ○ ○ △ △ △
１５．市場情報の獲得 △ △ ○ △ △ △




       丸川・中川[2008]、
　　　　高橋五郎[2008]
　　　　K,Davis,(2009),
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務（うち，1 社は漢方薬の輸入販売，もう 1  
表２　調査対象の中国系企業の概要
企業名 T1社 T2社 T3社 V1社 V2社 V3社
設立年 ２０００年 ２００４年設立 ２００６年 １９９９年 ２００８年 ２００２年
親会社所有形態 国有企業 集団企業 集団企業 集団企業 民間企業 民間企業
企業形態 合弁 単独出資 合弁 合弁 合弁 合弁
従業員数 ３０名 ２００名 ２，０８２名 ３７０名 ５００名 ５００名
　工場：２４０名
　販売：１３０名
中国派遣社員 ４名 ２名 ７名 １２名 若干名 ３０名
生産品目 漢方薬 LCDテレビ 洗濯機 CRTテレビ 通信設備 オートバイ、乗用車
LCDテレビ オートバイ、３モデル
７モデル 冷蔵庫 エアコン
生産方式 輸入販売 CKD生産 現地生産 CKD生産 輸入販売 現地生産
輸出 なし 輸出は少量 10% 一部、タイへ なし なし




進出諸動機 T1社 T2社 T3社 V1社 V2社 V3社 総合判断
１．市場獲得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重要
２．戦略資産獲得 ？ ○ ○ ○ ○ ○ 重要
３．グローバル競争戦略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重要
４．自国政府の支持 × ？ ？ × × × 重要でない
５．進出先政府の優遇政策 × × × ○ × × 重要でない
６．国内生産能力の活用 × ？ ○ × ○ ○ ？
７．資源獲得 × × × × × × 重要でない
８．効率追求 × × × ○ × ○ ？
９．高関税回避 × ○ ○ ○ ○ ○ 重要
１０．運営リスク低減 × × × × × × 重要でない
１１．資本リスク低減 × × × × × × 重要でない
１２．国内同業競争 × × × × × ○ 重要でない
１３．輸出プル ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重要
１４．海外資金調達 × × × × × × 重要でない
１５．市場情報の獲得 × × × × × × 重要でない
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という項目について，調査対象企業は口を 
表４　　タイ・ベトナムに進出した中国企業６社の競争優位と競争劣位
T1社 T2社 T3社 V１社 V2社 V3社 総合判断
◆レギュラーな競争優位
１．機能・価格の相関関係 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２．品質 ○ △ ○ △ ○ △ ○→△
３．人的資源 △ △ △ △ ○ ○ △
４．技術 △ × × △ △ × ×
５．ブランド名 △ × × × △ × ×
６．企業経営効率 △ × △ △ △ × △→×
７．市場情報 △ △ △ △ △ △ △
８．販売チャンネル △ △ △ ○ △ △ △
９．国際経営の経験 × × × × × × ×
１０．資金力 × × × × × × ×
１１．製品差別化 △ × × × × × ×
◆イレギュラーな競争優位
１２．華僑・華人資源 ○ ○ ○ △ △ △ ○→△
１３．グレーな経営手法 △ △ △ ○ △ ○ △
１４．インフォーマルな関係 ○ ○ △ ○ △ ○ ○
１５．人脈・コネ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
１６．現地パートナーの活用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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よい．言い換えると，両者間の競争は対等 の内容で行われていない．したがって，こ 
 
    図２ 東南アジアに進出した中国多国籍企業の競争優位と競争劣位の分布図 
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   出所：現地調査により作成。 
 
の競争構図は何を意味するのか．これに関



























































                                                  

















6 V1 とV3 社は，労働コスト上の理由を進出
動機の 1 つとして明言した． 
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